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研究成果の概要（和文）：　当初計画に即し、平成23、24、25年度に各4回、繰越による平成26年度に1回の研究会をお
こなったほか、平成24年度にはシンポジウム「1920～1930年代のヨーロッパにおける都市と住宅―現代居住の源流を探
る―」を、平成25年度には国際シンポジウム「20世紀の都市と住宅　ヨーロッパと日本―歴史的アプローチと未来へ展
望―」を実施した。前者では20世紀前半欧州の都市居住を、後者では20世紀後半の都市と住宅を日欧比較を視野にいれ
て論じ、また学際的コメントを配して議論の拡張をはかった。平成27年度になって、論集『二十世紀の都市と住宅　ヨ
ーロッパと日本』を刊行した。

研究成果の概要（英文）：We organized three or four research meetings par year, sometimes with 
participation of guest speakers, and particularly two symposiums, firstly in 2012 entitled "Urban 
development and Housing in Europe in 1920's and 1930's", secondly in 2013 "Urban Development and Housing 
in 20th Century : Europe and Japan". In the first, three of our members presented the European urban 
situation of the interwar period and discussed about the origin of today's living style. In the second, 
three historians we invited from UK, France and Germany, spoke about the urban society and its housing in 
their country after the Second World War; three Japanese specialists of European history talked about 
their own case studies; two historians of the 20th century Japan read a paper on the case of Tokyo; five 
specialists of different disciplines were asked to play a role of commentator and to enrich our argument. 
Based on these symposiums, we published in 2015 a collection of essays of the subject.
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
（1）大衆社会的状況が現れた 19 世紀末～20
世紀初め、ヨーロッパの大都市では、都市基
盤の整備が進むとともに、人口の流入、集中
が生じて市街地が空間的に膨張し、新たな質
の都市的矛盾が噴出するにいたった。なかで
も、住宅の不足や劣悪さについて深刻さの度
合いが増した。これら住宅をめぐる諸問題は、
20 世紀に幾多の変転を経験し、今もなお都市
問題のなかで大きな位置を占めている。 
（2）1980 年代以降、20世紀ヨーロッパの都
市、住宅をその諸相においてとらえることが、
現代社会をとらえる手掛かりと考えられ、
英・仏・独それぞれの傾向を帯びつつ歴史研
究の対象とされた。急速に研究が蓄積され、
対象とされる年代も20世紀全体に広がった。
英・仏・独の歴史研究は、まず自国の都市・
住宅に焦点を合わせたが、当初からヨーロッ
パ全体を視界にとらえようという志向を孕
み、早々に国際的比較の試みが出現した。 
（3）西欧先進諸国の研究動向の影響もあっ
て、日本で英・仏・独などを専門とする歴史
家のなかにも、現代の都市・住宅へ関心を寄
せる研究者が登場し、それぞれの問題関心に
即して作業を進めた。もっとも、各々が専攻
する地域や国については確かに研究も進ん
だが、地域や国の枠を超えた相互連携がなさ
れることは少なく、ヨーロッパ諸国について
専門的に研究する多数の歴史家がいる日本
固有の利点を生かして研究の拡大・深化をは
かる試みはなかった。 
（4）20 世紀日本の都市・住宅にかんしてい
えば、建築史家によって少なからぬ成果がも
たらされてきたが、その対象年代はほぼ第二
次世界大戦後の復興より以前の時期にとど
まっていた。また、大多数の現代史家にとっ
て都市・住宅は関心の中心に置かれることは
なかった。このあたりの事情はヨーロッパの
それとはかなり異なり、都市・住宅に焦点を
合わせてヨーロッパと日本を比較すること
の困難さと必要性を感じていた。 
（5）現代ないし 20 世紀を扱うからには地理
学、社会学、政策学、建築学、等の諸学と連
携しつつ歴史研究を遂行することは試みら
れて然るべきである。事実、ヨーロッパでも
日本でも、建築学、都市計画学、地理学、社
会学などとの協力から一定の成果が生まれ
てきた。ただ、現代の都市・住宅に的を絞り、
ヨーロッパ諸国の相互比較や日欧比較を視
野にいれた学際的交流は、本研究より以前に
はほとんどなかった。 
 
２．研究の目的 
（1）現代ヨーロッパの都市をとらえるため
に、本研究は、都市の帯びる多種多様な側面
のうち、とりわけ住宅、居住、居住空間に着
目し、そこに焦点を合わせつつ接近を試みる。
したがって、以下、研究の目的は、都市史と
住宅史の双方に目配りしながら記される。 
（2）英・仏・独における都市・住宅の歴史

的現実やそれにかんする歴史研究の現状に
ついて共通点と相違点を抽出し全ヨーロッ
パ的規模で都市・住宅の現実、都市史・住宅
史の眼差しを展望する。こうした点での認識
を共有しながら、それを踏まえつつ、本研究
のメンバーは、個々の専門領域において個別
的な実証研究・問題提起をおこなう。そうす
ることで、現代ヨーロッパにおける都市、住
宅、および社会にかんする歴史的理解を深め、
日本の西洋史学界のみならず、英・仏・独の
歴史学界にたいして学的貢献をめざすこと
とする。 
（3）現代日本における都市・住宅の経験や
それにかんする研究の状況を把握して、ヨー
ロッパの同様な歴史的経験や歴史研究の現
状と対比・検討し、国際的文脈のなかに日本
の都市・住宅を位置づける。こうした試みは、
いまや、日本のみならず、海外（ことにヨー
ロッパ）においても大きな意義を有し、学的
貢献となりうるものである。 
（4）現代の都市・住宅を対象とする学問に
は、歴史学のほかに、地理学、社会学、建築
学、都市計画学、都市政策学、等々があり、
視座や方法においてきわめて多様である。本
研究は現代の都市・住宅研究における歴史的
方法の可能性を探りながら、これら関連諸科
学との交流を深め、多くを学び取りつつ学際
的対話を進める。そのさい、効果的な社会的
発信のあり方を不断に探索し、機会があれば、
実地に発信する。 
 
３．研究の方法 
（1）英・仏・独などのヨーロッパ諸国や日
本における都市・住宅の歴史的展開やそれを
めぐる諸研究を扱った報告を中心に、1 年に
3～4回の研究会を実施する。本研究メンバー
がそれぞれの研究にもとづいて都市、住宅、
社会に関連する知見を提示し、その報告をめ
ぐって討論をおこなう。また、ゲストスピー
ターを招いて、ヨーロッパ諸地域や日本にか
んする情報、関連諸学の視座・方法を得て、
本研究に生かしていく。必要に応じて、本研
究のあり方、方向性を議論し、シンポジウム
の準備をおこなうための研究会を実施する。
これら研究会活動の積み重ねによって、全メ
ンバー間に現代の都市、住宅、社会について
一定の共通認識を醸成する。 
（2）全ヨーロッパを視野に入れて現代の都
市・住宅を論じるという共通認識に立ちつつ、
本研究メンバーは、各々、専門領域での実証
研究を展開し、学術雑誌への論文掲載、研究
書の刊行、学会での研究発表、シンポジウム
への参加、等々、様々な機会をとらえ、学的
に貢献する。 
（3）このような研究会活動、個別実証研究
を踏まえて、2 度にわたるシンポジウムを組
織し、本研究の成果を社会的に還元する。第
1は、20 世紀英、仏、独の現代都市史・住宅
史における基本的事象を提示して、その意味
を再検討するシンポジウムである。原則とし



て本研究メンバーが報告を担うものとし、必
要なら外部から論者を招いて補完する。第 2
のシンポジウムは、英、仏、独から専門家を
招聘し、そのうえで、本研究メンバーが中心
となって 20 世紀（ことに後半）の都市・住
宅を論じる。そこに、日本にかんする報告、
関連諸学からのコメントを加えて全体を構
成する。 
両シンポジウムをどう峻別するかは、本研

究の流れのなかでを明確にして、具体化へ結
びつける。 
（4）以上の研究活動を踏まえ、論集を編纂・
刊行し、研究成果を社会的に還元する。 
 
４．研究成果 
（1）2011～2013 年度に全部で 13 回の研究会
（最終の第 13 回研究会は「繰越」により 2014
年度にはいって実施）をおこなった。報告者
の内訳は、研究代表者、研究分担者、研究連
携者、研究協力者からなる本研究メンバー11
名（史学 6名、経済史学 3名、建築史学 1名、
都市政策学 1名）、ゲストスピーカー14名（史
学 3名、経済史学 3名、建築史学 3名、建築
学 2名、地理学 2名、都市計画学 1名）であ
り、史学、経済史学、建築史学の専門家が主
体を占めた。研究会では総数 20 の報告（シ
ンポジウム向け準備報告は除外）がなされた
が、対象とされた国ごとの報告数は、英２、
仏４、独５、日２、米２、仏植民地３、国別
区分不能２であった。本研究が複数の国・地
域を視野にいれ、学際性を帯びていたことは
明らかである。 
（2）2012 年と 2013 年に実施したシンポジウ
ムは、本研究を学的・社会的にアピールする
重要な機会であった。名古屋の中京大学で開
催した第1のシンポジウムでは、「1920～1930
年代のヨーロッパにおける都市と住宅―現
代居住の源流を探る―」というタイトルのも
と、両大戦間期の英・仏・独における都市・
住宅のあり方が報告者の取り組む個別的な
実証研究に即して紹介された。また、「現代
居住の源流を探る」との設問にこたえて、歴
史的実態と並んで、都市・住宅の現状を批判
的にとらえようとの試みがなされた。他方で、
翌年の第 2シンポジウムへの継承・発展が強
く意識されていた。第 2のシンポジウム「20
世紀の都市と住宅 ヨーロッパと日本―歴
史的アプローチと未来への展望―」は東京の
日仏会館において開催され、第二次世界大戦
終了以降の時期について、英、仏、独、日の
都市・住宅が多角的に論じられた。当初から
研究計画の一つの目標と位置づけられてい
たシンポジウムであり、本研究の国際性、学
際性を担保し、広く社会に訴えかける役割を
担っていた。英、仏、独から各 1名、合わせ
て 3 名の歴史研究者（史学 2 名、建築史学 1
名）を招聘し、その一方で、国際性、学際性
を顧慮しつつ日本側からの報告者、コメンテ
ーターを配した。外国人を含む多様かつ多数
の来場者を得て、幅広い議論を展開すること

ができた。 
これとは別に、招聘研究者 3名には、それ

ぞれの実証研究の成果を提示してもらう講
演会を個々に設定した。結果的に、それは本
研究のさらなる展開の方向性を探る絶好の
機会になった。 
（3）都市・住宅に即して、20 世紀の英、仏、
独の社会を通観できたことは、本研究の大き
な成果である。同時に、諸局面で英・仏・独
のあいだに無視しがたい偏差のあったこと
が確認されたのも重要であった。たとえば、
それぞれの都市化現象や別々の過程を辿っ
た国家形成を背景に、福祉目的の住宅が、公
営住宅（英）、低廉住宅（仏）、非営利住宅（独）
と異なる呼称のもとに実現したこと、福祉的
住宅の底流に横たわる「あるべき社会像」に
違いがあって、それが田園都市、ニュータウ
ンといった現代都市思想の受容に影響を及
ぼしたらしいことなどが判明したのである。 
 大筋でいえば、ヨーロッパの 3カ国は相互
に情報を共有しつつ、類似の展開・変容を経
験したように見える。この点で、検討対象の
国や地域を増やすべきであるとの反省が生
じた。さしあたり、先行研究の蓄積、等々か
ら判断し、アメリカ合衆国、英・仏の旧植民
地を視野に入れる努力を試みることとした。 
もう一つの反省点は、学際的な交流につと

めたものの、様々な事情があって、建築学、
都市計画学との交流に顕著に傾斜する結果
となった。より以上に開かれた学際的交流が
目指されるべきである。 
これらの反省から想定される研究の新展

開においては、より大きな差異、偏差を孕む
事象が視界にはいってくると思われる。した
がって、住宅から都市を照射するという立場
は堅持しつつも、本研究とは異なる角度から
の都市のとらえ方に目配りし、都市史・住宅
史へ立ち向かう視座や方法について、省察を
深め、鍛え上げなければならない。 
（4）本研究メンバーは、それぞれ個別に実
証研究をつづけ、折に触れて、学術雑誌に公
表し、学会報告をおこない、研究書として刊
行してきた。とりわけ 2回のシンポジウムを
ベースとしながら、論集『20 世紀の都市と住
宅 ヨーロッパと日本』の刊行を実現するこ
とができた。これは本研究による成果の集大
成である。 
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